
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５日（木）６日（金）に地区の伝統行事｢八朔

踊り｣が行われました。 

中学 3年生の正野崎聖智君、齋藤武君，１年生

の佐藤彪君，平田典哉君，若杉悟君の計５人が参

加しました。５人は地区の方々の御指導のもと毎

日一生懸命練習に取り組みました。 

本番では勇壮な踊りを披露し，地域の多くの方

に喜んでいただきました。 

何年かのちに八朔踊りの後継者として，将来後

輩たちを指導しいていく姿が目に浮かびます。 

 

 

                                     校長 柏 木 博 之 

 

 夏休み，私も硫黄島を離れ鹿児島市や実家のある出水市に行きました。そこで，とても気になることがありました。自戒をこ

めて書きます。（始業式で子供たちに話した内容です。） 

 一つ目はゴミがあちらこちらに落ちていることです。自分が出したゴミでなくても落ちていたらどうすればいいか。拾うしかな

いです。他人のゴミを拾う人が少ない世の中になっているなあと思いました。 

 二つ目は自宅ではなくスーパーとかの公共の場で，我が子を大きな声で叱ったり，命令したりする若い母親が増えているな

あと思いました。間違った悪しき教えが伝わっています。９月９日ウォール・ストリート・ジャーナルのホームページに「子どもを

怒鳴ればたたくのと同じ悪影響」という記事が掲載されました。アメリカのピッツバーグ大学とミシガン大学の研究です。９７６世

帯の家庭を追跡調査した結果，「親が戒めとしてひどい言葉を使った時と，たたくなどの体罰を与えた時とでは，問題が増加

する度合いは似ていた」ことがわかり，「怒鳴っても，子どもの問題行動を減らしたり直したりできない」と指摘し，「逆に悪化さ

せる」といっています。教師の指導も全く同じです。また，プロ野球巨人軍のエースだった桑田真澄氏のブログがとても参考

になりました。 

日本中、何百というチームを見てきたけど、子供達を怒鳴り散らしている指導者ばかり。 

怒鳴らないと理解してもらえないほど、私には指導力がないんですと、周りに言っているようなもんだよね。 

そんなことも、わからないのかね？恥ずかしいというか、あまりにもひどすぎるよね。 

そりゃぁ、叱らなければいけない時もあるよ。 

でも、試合中、練習中、最初から最後まで、怒鳴ることないよね。 

その情熱は、素晴らしいと思うんだけど、方向が間違っているよね。 

それだけ情熱があるのなら、もっと勉強して知識を身につけるべきだよね。 （2009年３月１０日） 

より良いやり方を求めてきたから，人類はここまで進化しました。子供への指導も安易な方法は，時間の無駄・時間泥棒にな

ります。 

 気になったことの三つ目は靴の脱ぎ方です。うどん屋で昼食を摂ったとき，畳の座敷に座った二家族が全員履き物を揃えて

いませんでした。「履き物を脱いだらそろえる」はしつけの三大原則の一つです。家にあがるとき履き物を揃えていますか？親

に恥をかかせないぞと思いました。 

 八朔太鼓踊りが終わり，次の地域文化行事は九月踊りです。子供たちが島のよさ・伝統を学び受け継ぐ絶好の機会です。 

 さらに，もうすぐ運動会です。汗びっしょりで子供たちは練習しています。子供たちみんなが活躍し，持てる力をさらに高める

ことを楽しみにしています。硫黄島の皆様，保護者の皆様，９月２８日（土）の運動会は，開会式から閉会式まで子供たちの頑張

りに応援をよろしくお願いします。 

 

 

 

１５日（日）に地区敬老会が開催されました。婦人会による

華麗な踊りや小学生や青年会などの様々な出し物により，高齢

者の方々の長寿を祝いました。これからもますますお元気で長

生きされることを心からお祈りいたします。 

 

 

５日（木）～１１日（水），鹿児島国際大学４年生の古賀ひかりさんが，三島小中学校で

の教育現場体験に参加しました。（かつて古賀ひかりさんは，冒険ランドのオープニン

グのセレモニーでテープカットをしたとのこと。）将来，社会科の教師を目指している古

賀さんにとって，子供たちや先生方とともに実際の学校生活を体験したり，地域の方々

と触れ合ったりしたことが，大変貴重な機会となったようです。この教育体験を生かし，

教職という夢に向かって今後さらに頑張ってほしいと思います。 

 

 

１日（土）～２日（日）開発センターで、子ども会

焼肉会が行われました。運動会に向けてスタミナを

つけました。また，夏の思い出を一人一人表情豊か

に話すことができました。 

 

 

８日（日）に大阪にある劇団「ハートブリ
ッジ」による“三島村公演”として『近江屋』
という演劇がありました。子供たちは舞台に
上がって堂々特技を演じるシーンもありまし
た。貴重な体験までさせていただきました。
この経験を生かし、将来ひょっとすると役者
さんになるかもしれません。 
次回がまた楽しみです。 

子供たちの真っ当な成長を願う 

 

 

９月２８日（土）は三島小中学校の運動会が開催されます。子供たちは地域

の方々と楽しい一日を過ごすことを心待ちにしています。そのためにかけっこ

やマーチング、応援の練習などを今一生懸命頑張っています。 

平成２５年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                        ９月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

  

 

 

  

 

 

大会スローガン 

 

初踊りに気合が

入る！ 

太鼓の音は 

高らかに 

めんどん 

大暴れ！ 

これで 

みな元気 

 

近江屋の泊り客は 

特技が多彩です。 

なかなかよく描けた 

竜馬の人相画だのう。 

あいさつがすてきです。 

元気をもらいます。 

長生き 

してく

ださい 

夏休みは，ラジオ体操

を頑張りました。 


